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DC18DM(MMT の層間に挿入された DC18DM-Br)は 2.68 nm であった。MMT の層間距離は
0.919 nm である 3)。この 2 つの層間距離の結果より，MMT の層間距離が広がっていたこ















図 1.(a) Poly(3-hydroxybutyrate) (b)Montmorillonite(MMT)  





























また，PHB と PHB(MMT)ナノコンの 130℃における等温結晶化過程の観察を行った。
1723cm－1の結晶バンドの時間変化より，結晶化挙動を調べると，PHB よりも PHB(MMT)
ナノコンの方が半結晶化時間が短く，結晶化速度が速くなることが示された。PHB の結晶
化由来のピークである 1228 cm－1(C-O-C 伸縮振動領域)の結晶化挙動においても，同様の
挙動を示し，半結晶化時間もほぼ同じであった。 
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図 2. C=O 伸縮振動領域 
図 3. 結晶性 C=O 伸縮振動ピーク 
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